
空間エンジェル

代表 岸本麻美

～ごみを拾うことを流行らせたい！～

資料２－１



～自己紹介～

はじめまして！

【空間エンジェル】代表の岸本麻美です！

1982年大阪生まれ（37歳）

結婚を機に、大和高田市に移

住、高田川沿いの千本桜にほ

れ込む。

介護の仕事に携わるうちに、

「昔のような地域の交流が今

の時代だからこそ必要ではな

いか！？」という思いで、平

成27年、【空間エンジェル】

という団体を立ち上げる。
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【空間エンジェル】とは・・・
子供からお年寄りまで、様々な方との地域交流を目的とした活動を

行っている団体です。

活動開始時期 平成２８年４月～

活動人数 １６人

活動範囲 大中公園・高田川周辺（大和高田市）

活動頻度 清掃活動：月２回
イベント等：月１～２回程度

活動内容 １ 大中公園、高田川の清掃を実施

２ イベントの開催・出店

ごみ問題をテーマとしたイベント「えみふる市」を

年２回開催
出店の要件はイベント終了後のごみ拾いに参加すること

その他にも、製作交流会を開催したり、地域のお祭り
などにも参加している 3



活動内容１ 大中公園、高田川の清掃

• 月２回、大中公園や高田川周辺の清掃を行う

• １回あたり４５分～１時間３０分、平均３０～４０名、

多いときは１００名程の参加がある 4



活動内容２ イベントの開催・出店
（えみふる市）

• ごみ問題をテーマとしたイベント「えみふる市」主催（半年に１回）

• 趣旨に賛同する地域の商店や団体など、約３０のブースが出店する

• イベント後は公園及び川の清掃活動を行う
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活動内容２ イベントの開催・出店
（製作交流会等）

• 「えみふる市」以外にも、定期的にテーマを決めた製作交流会

を主催したり、地域のイベントへ積極的に参加している
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もっと川をきれいするために
～トラッシュ・タグ・チャレンジ～
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さて問題です！

1回の清掃活動で拾うゴミの量は、何袋でしょうか？

千本桜で有名な高田川の現状は・・・
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答え：２０袋（４５リットルの袋）

４５リットルのゴミ袋を５Kgと仮定すると・・・

月２回×１２ヶ月 ×３年 ×２０袋 ×５Kg

３年間で拾ったゴミの総重量は、７．２トンにもなります！

拾っても拾っても、ゴミは一向に減りません。
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【トラッシュ・タグ・チャレンジ】
をご存知ですか？？

ゴミを拾う前と後の写真に、

#trashtagというハッシュタグを

つけてSNSに投稿する、という

もの。

「俺がゴミを拾ったからきれい

になったで！どや！」

ゴミを拾うことがトレンドにな

れば、若い世代の人たちでも、

抵抗なくゴミ拾いを促進できる

のではないか・・・。

そうだ！これを大和高田でも流行らせよう！
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※なぜ【#私でやっ！】か？

関西弁の「どやっ」は、奈良の言葉では「でやっ」になる。

【#私でやっ！】

というタグをつけて、

清掃活動の写真をSNS

にアップしてみました。

ゴミを拾うことに対す

る抵抗をなくしたい！

しかし、私たちだけの

取り組みでは、限界が

あります・・・

【空間エンジェル】でやってみました
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約3ヵ月後の【10月27日えみふる市開催日】までに、

#私でやっ！のハッシュタグ付きの投稿件数を【500件以上】にしたい！

アイデアを募集したり、ＳＮＳで投稿を呼びかけました。

7/27「さぶみっと！ヨクスル in 大和高田」 12



そして、【10月27日えみふる市】

#私でやっ！の投稿件数は【645件】に達しました！
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せっかくの美しい桜並木、ゴミが落ちていたら台無しです。

景観だけでなく、桜という植物にとってもいいわけありません｡

高田の名所を守るために・・・
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